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第１ 事業実施概要 

１ 事業名称 

 大阪市水道基幹管路耐震化 PFI事業 

２ 本事業の対象となる施設 

・本事業の対象となる施設は、約 38kmの以下の基幹管路です。 

 

対象路線 既存口径（㎜） 延長（km） 

配水本管（鋳鉄管） 400～1067 20 

配水本管（ダクタイル鋳鉄管） 400～1000 6 

送水管（ダクタイル鋳鉄管） 1200～1500 12 

合 計 38 

３ 計画対象期間 

令和 6年 4月 1日から令和 14年 3月 31日 

４ 本報告書の対象期間 

令和 6年 4月 1日から令和 6年 9月 30日（令和 6年度上期） 

５ 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 事業実施概況 

 令和６年度上期においては、単年度事業計画書に基づき、概ね順調に進捗しています。

上期において未実施の項目については、全体の事業進捗に影響のないよう、今後、適

宜実施します。 

 

 

表１ 対象路線の内訳 

図１ 実施体制図 
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【未実施の項目】 

 業務項目 主な取組内容 下期予定 

１ 施工業務 
断通水作業計画の立案と断通水作業の

実施 
適宜 

２ 施工業務 Web カメラを用いた状況確認 整備予定 

３ 人材育成・調査研究等 技術研究会の開催 令和６年 12 月予定 

４ 地域への配慮 
事業者ホームページにおける工事の進

捗状況の掲載 
令和６年 10 月予定 

５ 地域への配慮 
市民を対象に行う工事現場見学会の実

施 
令和７年３月予定 

６ 環境対策 

技術研究会にてカーボンニュートラル

関連の動向を情報集約し、本事業への

取り込みを検討 

令和６年 12 月予定 
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第２ 令和６年度上期の具体的取組 

１ 令和６年度上期の事業実施体制構築への主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 計画 実施 下期予定 

１ 統括責任者/各業務責任者の配置 令和６年４月 令和６年４月 配置済み 

２ 事業運営各種会議体の設定 令和６年４月 令和６年４月 設定済み 

３ 研修実施計画の策定 令和６年５月 令和６年５月 
策定済み 

随時実施 

４ 事業者ホームページの開設 令和６年５月 令和６年５月 
設置済み 

随時更新 

５ ICT コミュニケーションツールの開設 令和６年４月 令和６年４月 導入済み 

６ 設計・施工体制の構築 令和６年６月 令和６年４月 構築済み 

 令和６年４月から５月にかけて、事業実施体制の構築を行いました。 

 

（１）統括責任者/各業務責任者の配置 

 令和６年４月末に、大阪市住之江区のアジア太平洋トレードセンター内に、事業推進

の拠点となる計画 JV、運営、設計・施工 JV の事務所を設置し、実施体制を整えまし

た。合わせて統括責任者、各業務責任者、設計・施工業務責任者を配置しました。 

（２）事業運営各種企業体の設定 

 事業運営に係る各種会議体を設置し、市も含めた事業進捗の報告・最新課題の共有体

制を整えました。 

（３）研修実施計画の策定 

 令和６年５月には、研修実施計画の策定および事業研修動画の作成を行い、本事業の

全従事者が本事業の目的を理解し、事業の推進に必要な知識と技術力を確保できるよ

う、研修・指導を行いました。 

（４）事業者ホームページの開設 

 令和６年５月には、事業者ホームページの開設および事業 PR 動画のアップロードを

行い、広く市民への情報発信に努めました。 

（５）ICTコミュニケーションツールの開設 

 令和６年 4 月には、ICTコミュニケーションツールの開設及び ICTツールを活用した

市との連携体制を整えました。 

（６）設計・施工体制の構築 

 令和６年６月には、設計・施工の体制を整えました。 

（７）令和６年度下期の予定 

 複数の路線について工事に着手するため、より効率的に情報共有を図り、円滑に事業

の推進を図ります。  



5 

 

２ 令和６年度上期の事業計画への主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 計画 実施 下期予定 

１ SPC 取締役会の開催 四半期毎 令和６年５月、８月 
令和６年 11 月 

令和７年２月 

２ 履行保証保険の提出 令和６年３月 令和６年３月 提出済み 

３ 
「路線別・月別出来高管理表」

の整備 令和６年４月 令和６年４月以降毎月 毎月 

４ 「SPC 事業収支管理表」の整備 令和６年４月 令和６年４月以降毎月 毎月 

 SPC 取締役会の体制、SPC が契約する各種契約の締結、各委託業務のプロジェクト契

約の締結、SPC 事業収支の執行管理の体制など、全体収支計画の確認体制の構築を行

いました。 

 

（１）SPC取締役会の開催 

 令和６年５月には、SPC取締役会を開催し、事業の進

捗、経営管理項目の履行状況、業務の重要な課題、統

括責任者の業務履行を確認しました。 

（２）「路線別・月別出来高管理表」の整備 

 設計・施工業務費は、出来高予定・業務進捗実績、前払金・部分払金・精算金の入金

予定を一元管理する全 99 路線（路線分割により１路線増）の「路線別・月別出来高

管理表」により、毎月月末に当初計画と実績との差異の確認を行いました。 

（３）「SPC事業収支管理表」の整備 

 断通水作業費、SPC 経費を含めた SPC全体の資金収支状況は、上記「路線別・月別出

来高管理表」による設計・施工業務費の管理も含め、SPC 全体の入出金を月次で管理

する「SPC事業収支管理表」を用いて確認しました。 

（４）令和６年度下期の予定 

 設計を完了した路線の設計費の確定、施工に着手する路線の着手前工事費の積算を行

いながら、円滑な事業推進に努めます。 

 

SPC役員  

代表取締役  

取締役 1 統括責任者兼任 

取締役 2  

取締役 3  

監査役 1  

監査役 2  

 

表２ SPC役員構成 

表３ 令和６年度収支計画（財務３表） 

729 633
711 603
18 31

18 31
11 20

令和６年度
（実績見込）

営業収益（サービス購入料）

令和６年度
（計画）

（単位：百万円　税抜）

営業費用（各種業務費等）
営業損益

税引前当期純損益
当期純損益

※上記において百万円単位による記載（十万円単位を四捨五入）のため合計が合わ

ないことがあります。 
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３ 令和６年度上期のセルフモニタリングへの主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 計画 実施 下期予定 

１ セルフモニタリングチームの設置 令和６年４月 令和６年４月 
設置済み 

セルフモニタリング会議

を毎月実施 

２ セルフモニタリング評価会議の設置 令和６年６月 令和６年６月 

設置済み 
半期に 1 回会議開催 

令和６年 10 月 

会議開催予定 

３ 重点確認項目で特に留意する項目の設定 令和６年６月 令和６年６月 
設定済み 

セルフモニタリング会議

を毎月実施 

 令和６年４月に、SPC 組織内に、セルフモニタリングチーム、１次セルフモニタリン

グを行う各業務担当者、２次セルフモニタリングを行う各業務責任者、３次セルフモ

ニタリングを行う統括責任者を配置し、セルフモニタリングの実施体制を整えました。 

 

（１）セルフモニタリングチームの設置 

 令和６年４月度より毎月の月次業務報告として、

市と行う月次報告会に先立ち、毎月月末に１次セ

ルフモニタリング、２次セルフモニタリングを実

施、その後３次セルフモニタリングを経て、翌月初

頭にセルフモニタリング会議（SPC会議）を開催し、

その結果を、月次報告会にて報告しました。 

 令和６年度上期は、要求水準未達の事象は発生し

ませんでした。 

（２）セルフモニタリング評価会議の設置 

 令和６年６月には、水道事業の専門的知見を有するコンサルタントである大阪水道総

合サービス及びセルフモニタリングチームによるセルフモニタリング評価会議を設

置しました。 

（３）重点確認項目で特に留意する項目の設定 

 事業遂行に影響が大きいと考えられる事業進捗・変更、水質、埋戻し土等の施工品質

及びコストに関する項目を中心に重点確認項目として設定し、重点的に管理します。 

（４）令和６年度下期の予定 

 令和６年度上期のセルフモニタリングに関するセルフモニタリング評価会議を実施

します。 

 

  

図２ 要求水準達成確認フロー 
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第３ 令和６年度上期の更新計画 

１ 令和６年度上期の事業量の見込み 

 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 計 

累積 

達成状況 

（％） 

計画 0 0 0 0 0 

実績 0 0 - - 0 

事業量 

（㎞） 

計画 0 0 0 0 0 

実績 0 0 - - - 

工事完成 

路線数 

（件） 

計画 0 0 0 0 0 

実績 0 0 - - - 

事業量 

（km） 

※布設延長 

計画 0 0 0.18 0.54 0.72 

実績 0 0 - - - 

 

２ 令和６年度上期の事業費の見込み 

（単位：百万円 税抜） 

 第 1 四半期 第 2 四半期 第 3 四半期 第 4 四半期 計 

事業費 
（ａ＋ｂ＋ｃ＋d） 

計画 105.0 105.0 105.0 126.8 441.8 

実績 105.0 105.0 - - - 

設計費合計

（ａ） 

計画 0 0 0 19.1 19.1 

実績 0 0 - - - 

工事費合計

（ｂ） 

計画 0 0 0 0 0 

実績 0 0 - - - 

断通水作業費 

合計（ｃ） 

計画 0 0 0 2.6 2.6 

実績 0 0 - - - 

SPC 経費（ｄ） 
計画 105.0 105.0 105.0 105.0 420.0 

実績 105.0 105.0 - - - 

 

  

※事業費＝サービス購入料（a＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 

※上記において百万円単位による記載（万円単位を四捨五入）のため合計が合わないことが

あります。 
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３ 令和６年度 業務着手する送・配水管の路線リスト 

 令和６年度 着手路線 

追

加

OR 

分

割 

引継ぎ 

OR 

新規 

完成予定

年度 
実施 下期予定 管轄 

センター 

設計 

業務 

2-01⾼⾒枝線  設計引継ぎ   順次、着手予定 北部 

2-02 梅香枝線  設計引継ぎ   順次、着手予定 北部 

2-04-1 北部幹線  設計引継ぎ   順次、着手予定 北部 

2-04-2 北部幹線  設計引継ぎ   順次、着手予定 北部 

2-05 堀江幹線  設計引継ぎ   順次、着手予定 東部 

3-02 中宮枝線  設計引継ぎ   順次、着手予定 東部 

3-03 新森枝線 

その１・その２ 

 
設計引継ぎ  設計着手 

その１ 12 月 

完了予定 
東部 

3-15-1 勝山枝線 分割 設計引継ぎ  設計着手 11 月完了予定 南部 

3-15-2 勝山枝線  設計引継ぎ  設計着手 順次、着手予定 南部 

3-18 今里枝線 
 

設計引継ぎ 
令和７年度 

（令和６年度

から変更） 
設計着手 順次、着手予定 東部 

4-13・14 中部幹線外 

その１・その２ 
 設計引継ぎ 

その１ 

令和６年度 設計着手 順次、着手予定 西部 

4-15 堀江幹線  設計引継ぎ  設計着手 順次、着手予定 西部 

4-19 板屋橋筋枝管  設計引継ぎ 令和６年度 設計着手 11 月完了予定 西部 

5-05・06 東部幹線  設計引継ぎ   順次、着手予定 西部 

7-01 三軒家枝線  設計引継ぎ  設計着手 順次、着手予定 西部 

送水 1 大淀送水管  設計引継ぎ   順次、着手予定 東部 

送水 3 巽送水管  設計引継ぎ   順次、着手予定 東部 

1-08 新庄幹線 
 

新規 令和６年度 設計着手 
令和７年３月 

完了予定 
北部 

1-09 新庄幹線 
 

新規 令和６年度 設計着手 
令和７年３月 

完了予定 
北部 

3-07 中宮枝線  新規   順次、着手予定 東部 

3-08⾼倉枝管・中宮枝線  新規   順次、着手予定 東部 

9-01 大和川枝線  新規  設計着手 順次、着手予定 南部 

9-02 大和川枝線  新規  設計着手 順次、着手予定 南部 

8-02 大和川枝線  新規   順次、着手予定 南部 

9-06 大和川枝線  新規   順次、着手予定 南部 

4-06⾼麗橋枝線  新規   順次、着手予定 西部 

4-07⾼麗橋枝線  新規   順次、着手予定 西部 

4-08 御堂筋枝線  新規   順次、着手予定 西部 

5-07 新東部幹線  新規   順次、着手予定 西部 

9-05 住吉幹線  新規   順次、着手予定 南部 

施工 

業務 

3-03 新森枝線その１ 追加 設計引継ぎ 令和 7 年度  
令和 7 年 1 月 

布設工事着手予定 
東部 

3-15-1 勝山枝線 
 

設計引継ぎ 令和 7 年度 試験掘実施 
12 月 

布設工事着手予定 
南部 

3-18 今里枝線 
 

設計引継ぎ 
令和８年度 

（令和 7 年度か

ら変更） 
 

令和 7 年度 

布設工事着手予定 
東部 

4-13・14 中宮幹線外 

その１ 
追加 設計引継ぎ 令和 7 年度 

 令和 7 年 1 月 

布設工事着手予定 
西部 

4-15 堀江幹線 追加 設計引継ぎ 令和８年度  10 月試験掘予定 西部 

4-19 板屋橋筋枝管  設計引継ぎ 令和 7 年度  12 月立坑着手予定 西部 

  



9 

 

第４ 令和６年度上期の各業務実施状況 

１ 計画業務 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

計画業務 計画 実施 下期予定 

１ 設計引継ぎ路線に関する計画調整 16 路線・約 11 ㎞ 17 路線・約 11 ㎞ 実施済み 

２ 管路構成計画の策定と調整 29 路線・約 19 ㎞ 
30 路線・約 19 ㎞ 

（承認済 12 路線） 
策定済み 

（承認予定 18 路線） 

提案事項 実施 下期予定 

１ 年度毎の完成延長と路線数の管理 令和６年４月以降毎月 毎月 

２ 月間工程の確認と進捗管理 令和６年４月以降毎月 毎月 

３ 業務進捗に応じた計画の見直し 令和６年８月 12 月 

４ ICT ツールの導入 令和６年７月 随時更新 

 管路更新計画で定めた年度毎の事業量を履行するため、計画を適切に管理する体制を

整えました。８年間での事業完了を念頭に、市の引継ぎ路線に関する計画調整、管路

構成計画の策定、管路更新計画の更新などの業務を行いました。 

 

（１）年度毎の完成延長と路線数の管理 

 設計は 30路線（P8 路線リスト）(3-15勝山枝

線を 2路線に分割した影響により、29路線から

30 路線に変更）の管路構成計画の策定を行い、

市の承認を受けた 12路線（右図）の設計に着手

しました。 

 施工は 1路線（3-15-1勝山枝線）の試験掘を行

いました。 

 

（２）月間工程の確認と進捗管理 

 月間工程会議、月次報告会において、月間工程、

年間工程を確認、計画業務、運営業務、設計業

務、施工業務の進捗を管理しました。（別添資料

１） 

 

（３）業務進捗に応じた計画の見直し 

 令和６年８月には、令和７年度以降の計画業務、

運営業務、設計業務、施工業務の準備、調整を

行い、管路更新計画の見直しを行いました。 

図４ 計画進捗の管理と市への報告 

3-03 新森枝線その１・その２ 

3-15-1勝山枝線 

3-15-2勝山枝線 

3-18 今里枝線 

4-13・14 中部幹線外その１・その２ 

4-15 堀江幹線 

4-19 板屋橋筋枝管 

7-01 三軒家枝線 

1-08 新庄幹線 

1-09 新庄幹線 

9-01 大和川枝線 

9-02 大和川枝線 

図３ 管路構成計画を策定した路線（市の承認済み） 
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（４）ICTツールの導入 

 令和６年７月に、情報共有の ICTツールとして、工事情報表示システム、工程管理シ

ステムを導入しました。今後、Web カメラ、工程、図面などの情報をオンライン上で

１つの画面に集約し、計画・設計・施工業務間、市と日々の情報共有、連携を行いま

す。 

（５）令和６年度下期の予定 

 令和７年度以降の管路更新計画の調整、令和７年度事業計画書の作成、令和７年度以

降に計画に着手する路線の選定、管路構成計画作成の準備を行う予定です。 
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２ 運営業務 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

運営業務 実施 下期予定 

１ 各業務間の工程等の総合調整 令和６年４月以降毎月 毎月 

２ 設計業者、施工業者及び断通水業者の確保 令和６年７月、９月 随時 

３ 設計費の確定及び工事費の積算 令和６年９月 令和７年３月 

提案事項 実施 下期予定 

１ 
計画・設計・施工業務間の連携による事業

遂行 
令和６年４月以降毎月 毎月 

２ 
路線に適した設計業者、施工業者、断通水

業者の選定 
令和６年７月、９月 随時 

３ 積算実務の効率化 令和６年９月 実施済み 

４ 最新の公共積算基準の把握 令和６年５月 令和６年 11 月 

 計画、設計、施工各業務間の工程等の総合調整、設計業者、施工業者及び断通水業者

の確保、設計費の確定及び着手前工事費の積算など、各業務を円滑に進められる実施

体制を整えました。 

 設計引継ぎ路線について工程等の調整を行い、第３四半期の工事着手に向けて取り組

みました。 

 

（１）計画・設計・施工業務間の連携による事業遂行 

 月次報告会において、市と事業の進捗状況を共有し、調整が必要な事項への対応等を

適切かつ迅速に行いました。 

（２）路線に適した設計業者、施工業者、断通水業者の選定 

 令和６年 7月より、設計業者、施工業者、断通水業者の選定に入りました。第三者へ

の委託等を行う場合には、以下を遵守して業務の委託を行いました。 

1)大阪市中小企業振興基本条例を踏まえて、市内中小企業者との連携及び協力に配

慮したものとする。 

2)第三者への委託等を行う場合には、受託者等は下記の法令等を遵守する。 

ア 地方自治法施行令第 167条の 4に該当しない者 

イ 大阪市契約関係暴力団排除措置要綱により入札等除外措置を受けていない

者等 

3)受託者等の選定は、品質、信頼性、価格、確実性、アフターサービス、技術的能

力、経営状態、安全管理体制等への取組み姿勢等を総合的に勘案する。 

 令和６年７月には、技術力、経済性、路線理解力、地域精通力を評価できる設計業者

４社を選定し、契約しました。  
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 令和６年９月には、担当する路線の工法について、技術力、社会性、提案力を評価で

きる施工業者２社を選定し、契約しました。合わせて、弁栓類操作に係る十分な知識

と経験を有する人員の体制が整っている断通水業者１社を選定、契約しました。 

（３）積算実務の効率化 

 市から貸与された土木工事等積算システムにより、本年度設計を行う新規設計路線の

設計費の確定、本年度工事に着手する路線の工事費の積算を行いました。 

（４）最新の公共積算基準の把握 

 新規設計路線の設計費の確定、本年度工事着手する路線の着手前工事費の積算を行う

ため、令和６年５月には、市が公開している「土木工事積算基準」をホームページ等

で確認し、設計・施工 JV内に共有しました。 

（５）令和６年度下期の予定 

 引き続き、計画に着手する路線、設計に着手する路線、工事に着手する路線の工程の

調整を行うとともに、令和６年度に確定が必要な設計費、並びに着手前工事費の積算

を行う予定です。 
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３ 設計業務 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

設計業務 実施 下期予定 

1 

設計 

引継ぎ 

路線 

２路線・約 0.2 ㎞ 

3-18 今里枝線 

4 月着手 11 月完了 

4-19 板屋橋筋枝管 

4 月着手 11 月完了 

５路線・約 1.0 ㎞ 

3-03 新森枝線その１ 

着手 4 月 

3-15-1 勝山枝線 

着手 4 月 

3-18 今里枝線 

着手 4 月 

令和 7 年度内 完了予定 

4-13･14 中部幹線外その１ 

着手 4 月 

4-19 板屋橋筋枝管 

着手 4 月 

４路線 約 0.9km 

3-03 新森枝線その１ 

12 月完了予定 

3-15-1 勝山枝線 

 11 月完了予定 

4-13・14 中部幹線外その１ 

10 月完了予定 

4-19 板屋橋筋枝管 

   11 月完了予定 

2 

新規 

設計 

路線 

２路線・約 0.3 ㎞ 

1-08 新庄幹線 

4 月着手 令和 7 年 3 月完了 

1-09 新庄幹線 

4 月着手 令和 7 年 3 月完了 

２路線・約 0.3 ㎞ 

1－08 新庄幹線 

   着手 4 月 

1－09 新庄幹線 

   着手 4 月 

1-08 新庄幹線 

令和 7 年 3 月完了予定 

1-09 新庄幹線 

令和 7 年 3 月完了予定 

提案事項 実施 下期予定 

1 本年度に計画した設計業務の履行 令和６年４～９月 継続 

2 設計照査体制の構築 令和６年６月 構築済み 

3 設計技術力を高める研修 令和６年７月 実施済み 

 設計引継ぎ路線の調整、新規設計路線の着手、設計など、計画した業務量を適切に履

行する体制を整えました。選定した設計業者とともに各業務を効率的に実施しました。 

 

（１）本年度に計画した設計業務の履行 

 設計業務責任者による統括のもと、設計責任者が管路構成計画をもとに、設計担当者

に作業を指示し、設計業務を履行しました。 

（２）設計照査体制の構築 

 令和６年６月には、設計業者による 1 次照査、設計・施工 JV による２次照査を行う

照査体制を整えました。 

（３）設計技術力を高める研修 

 令和６年 7月には、事業履行に必要な技術研修を実施し、工程厳守、品質確保に努め

ました。知識習得の専門研修と習得した知識を実践する OJT研修を通じて、設計業務

従事者の設計技術力を確保しました。 

（４）令和６年度下期の予定 

 管路構成計画の未承認の路線の承認が下り次第、速やかに設計に着手し設計完了路線

のストックできるよう努めます。設計引継ぎ３路線（3-03新森枝線その１、3-15-1勝

山枝線、4-19 板屋橋筋枝管）、新規設計２路線（1-08 新庄幹線、1-09 新庄幹線）は、

令和６年度内に完了予定です。（3-18 今里枝線は令和 7 年度内設計完了予定に変更。） 
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４ 施工業務 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

施工業務 実施 下期予定 

１ 

設計 

引継ぎ 

路線 

３

路

線 

3-15 勝山枝線 

   12 月布設工事着手 

3-18 今里枝線 

   12 月立坑着手 

4-19 板屋橋筋枝管 

   12 月立坑着手 

3-15-1 勝山枝線 

9 月試験掘実施 

3-18 今里枝線 

立坑着手を 

令和７年度に変更 

4-15 堀江幹線 

9 月街路樹撤去 

 

3-03 新森枝線その１ 

11 月試験掘着手 

令和 7 年 1 月布設工事着手 

3-15-1 勝山枝線 

12 月布設工事着手 

4-13･14 中部幹線外その１ 

12 月試験掘着手 

令和 7 年１月布設工事着手 

4-15 堀江幹線 

10 月試験掘着手 

4-19 板屋橋筋枝管 

10 月試験掘着手 

12 月立坑着手 

２ 住民や事業所等に対する PR の実施 

令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 

4-19 板屋橋筋枝管 

適宜 

３ 各種許可申請手続きの実施 

令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 

4-15 堀江幹線 

4-19 板屋橋筋枝管 

適宜 

４ 埋設物管理者等との施工協議の実施 

令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 

4-15 堀江幹線 

4-19 板屋橋筋枝管 

適宜 

５ 
断通水作業計画の立案と断通水作業の

実施 
未実施 適宜 

６ 使用材料のトレーサビリティー確保 
令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 
適宜 

提案事項 実施 下期予定 

１ 施工業務責任者の配置 令和６年４月 配置済み 

２ 設計・施工業務責任者の配置 令和６年４月 配置済み 

３ 
工法、品質・安全管理、積算、渉外の責

任者の配置 
令和６年 7 月 配置済み 

４ 渉外グループの設置 令和６年 7 月 配置済み 

５ 
「現場巡視報告書」に準じた現場巡視の

実施 

令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 
毎月 

６ 各種 ICT ツールの導入 令和６年９月 整備済み 

７ トレーサビリティーの情報共有の実施 
令和６年９月 

3-15-1 勝山枝線 
適宜 

８ Web カメラを用いた状況確認 未実施 整備予定 

９ 
ICT ツールを用いた関係者間でのリアル

タイム情報共有の実施 
令和６年 7 月 毎月 
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 工事着手に向けて、住民や事業所等に対する PRの実施、各種許可申請手続きの実施、

埋設物管理者等との施工協議の実施、使用材料のトレーサビリティー確保など、各業

務を適切に管理する体制を整えました。 

 試験掘工事の PR 用紙の配布を行い、工事の概要や作業期間、作業時間帯などを、近

隣の地域住民に周知しました。 

 

（１）実施体制の整備 

 令和６年４月には、施工業務責任者、設計・施工業務責任者を配置、工法、品質・安

全管理、積算、渉外の各グループに責任者を配置し、施工業務責任者が全路線の工事

を一元的に管理する体制を整えました。 

 令和６年 7 月には、地域住民の理解促進と調整の役割を担う渉外グループを設置し、

渉外責任者、渉外担当者を配置しました。 

（２）「現場巡視報告書」に準じた現場巡視の実施 

 令和６年９月より、3-15-1勝山枝線の試験掘に着手、品質・安全管理グループの現場

巡視者は、品質と安全に特化して、現場の直接巡視を実施、確認しました。 

 施工担当者は、3-15-1 勝山枝線の試験掘に先立ち、施工業者が作成した施工計画書

（試験掘）で定める仕様を遵守して施工しているか現場を巡視・確認しました。現場

巡視、是正の結果は、市水道局で運用している「現場巡視報告書」に準じて記録を残

しました。 

（３）各種 ICTツールの導入 

 令和６年８月には、施工担当者は ICTツール等で写真や図面を工法毎のグループ責任

者、施工業務責任者等の関係者に迅速に報告・連絡する体制を整備しました。 

（４）トレーサビリティーの情報共有の実施 

 3-15-1 勝山枝線の試験掘の埋戻し材料は試験成績書等の確認を行い、トレーサビリ

ティーを確認しました。 

（５）ICTツールを用いた関係者間でのリアルタイム情報共有の実施 

 令和６年７月に工事情報表示システム、９月に工程管理システムを導入しました。 

 今後は、Web カメラによる施工状況、安全管理状況と各工事の工程、進捗状況の確認

を行い、工事情報表示システムにより情報共有するよう体制を整備します。 
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（６）予定工事の実施及び変更 

ア 令和６年度上期に予定通り作業を実施した路線 

 下期に予定している、設計引継ぎ路線（２路線 3-15-1 勝山枝線、4-19 板屋橋筋枝

管）の工事着手に先立ち、3-15-1 勝山枝線の試験掘を実施し、4-19 板屋橋筋枝管の

試験掘の準備を行いました。 

イ 令和６年度下期に前倒しで作業を実施する計画に変更した路線 

 設計引継ぎ路線（２路線 3-03新森枝線その１、4-13･14中部幹線外その１）の工事

について、下期に布設工事着手する予定に変更しました。 

 設計引継ぎ路線（１路線 4-15堀江幹線）を下期に試験掘を前倒しで実施する計画に

変更しました。その実施に先立ち支障となる街路樹を撤去しました。 

ウ 令和６年度下期に予定通り作業を実施できないため工期変更した路線 

 渇水期内での河川域工事が不可となった影響により、設計引継ぎ路線（1 路線 3-18

今里枝線）は令和７年度に立坑着手する計画に変更します。 

（７）令和６年度下期の予定 

 速やかに各種許可申請手続きを行い工事に着手し、完成予定年度内での工事完了を行

います。 

 設計引継ぎ路線（２路線 3-15-1勝山枝線、4-19板屋橋筋枝管）は、下期の第３四半

期に工事着手する予定です。 

 設計引継ぎ路線（３路線 3-03新森幹線その１、4-15堀江幹線、4-13･14中部幹線外

その１）は、下期の第３四半期に試験掘を実施する予定です。 

 設計引継ぎ路線（２路線 3-03新森枝線その１、4-13･14中部幹線外その１）は、下

期の第４四半期に布設工事着手します。 

 延期した 3-18 今里路線の代替として、前倒しで工事着手できる路線をリストアップ

し、路線の入替え、工程調整を行います。 
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５ 施工監理業務 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

施工監理業務 実施 下期予定 

１ 
設計引継ぎ路線（３路線）の工事着手に

伴う施工監理 
令和６年９月 

以下の路線の施工監理 

3-03 新森枝線その１ 

11 月試験掘着手 

令和 7 年 1 月布設工事着手 

3-15-1 勝山枝線 

12 月布設工事着手 

4-13･14 中部幹線外その１ 

12 月試験掘着手 

令和 7 年１月布設工事着手 

4-15 堀江幹線 

10 月試験掘着手 

4-19 板屋橋筋枝管 

10 月試験掘着手 

12 月立坑着手 

２ 
新規設計路線（２路線）の設計に関する

情報共有、施工監理準備 
令和６年９月 適宜 

提案事項 実施 下期予定 

１ 施工監理業務の実施体制の構築 令和６年７月 構築済み 

２ 問題発生時の是正・改善の仕組の確立 令和６年９月 確率済み 

３ 施工業者の技術力の評価 令和６年９月 適宜 

４ ICT 活用による施工監理体制の構築 令和６年８月 構築済み 

５ 抜き打ち検査指示 令和６年９月 適宜 

６ 複層的な工事検査体制の構築 令和６年９月 構築済み 

 設計引継ぎ路線（３路線）の工事着手に伴う施工監理、新規設計路線（２路線）の

設計に関する情報共有、施工監理準備など、各業務を適切に実施する体制を整えま

した。 

 

（１）施工監理業務の実施体制の構築 

 設計・施工 JVが作成する書類（設計書、日報他）、日常

的な工事の進捗の確認の進め方について、設計・施工

JVと調整を行い、実施体制を構築します。 

（２）問題発生時の是正・改善の仕組みの確立 

 設計・施工 JVが作成する書類（設計書、日報他）、工事

の進捗の確認の進め方について、設計・施工 JVと調整

を行い、是正指示書および改善報告書を用いた業務フ

ローを構築しました。 

 

図５ 問題発生時に施工状況を 

市へ報告する体制 
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（３）施工業者の技術力の評価 

 試験掘の実施にあたり、設計・施工 JV が選定した施工業者について、施工状況や是

正指示の有無、是正措置の状況について、施工計画書等を確認することで、施工業者

の資質を評価し、適正であることを確認しました。 

（４）ICT活用による施工監理体制の構築 

 ICT ツールを活用し、施工管理状況や最新の作業報告書を確認し、適宜、設計・施工

JVを指導しました。 

（５）抜き打ち検査指示 

 ICTツールで共有された工程・作業予定表によって、設計・施工 JVが実施する施工管

理計画書に定められた管理状況を抜き打ちで確認しました。具体的には、試験掘の実

施にあたり、埋戻し材料等の品質試験の結果を確認しました。 

（６）複層的な工事検査体制の構築 

 品質管理、工事完成検査の体制について、品質管理・工事完成検査チェックリストを

作成し、日常の品質管理、工事完成検査の体制を整えました。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）令和６年度下期の予定 

 第３四半期に工事着手する路線の施工監理を行います。 

  

検査名 所属 実施者 

自主検査 設計・施工 JV 施工業務責任者 

社内検査 
代表企業 

(幹事会社)店社 
工事部門担当者 

完成検査 
ニュージェック 
大阪水道総合サービス 

施工監理業務責任者 
施工監理業務主任 

 

表４ 工事完成検査の体制 
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第５ 令和６年度上期のその他業務実施に関する具体的取組 

１ 人材育成・調査研究等による技術力の確保に関する主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 実施 下期予定 

１ 研修プログラムの作成 令和６年５月 作成済み 

２ 事業従事者に対する研修プログラムの実施 令和６年５月～９月 
新規従事者配置時に 

随時 

３ 技術研究会の開催 未実施 12 月予定 

 本事業の従事者において、各業務に必要な知識や技術、技能の確実な維持・向上を図

るため、研修実施、技術力確保の体制を整備しました。 

 

（１）研修プログラムの作成 

 令和６年５月に、研修実施計画に基づく研修プログラムを作成し、本事業の従事者へ

の教育体制を整えました。 

（２）事業従事者に対する研修プログラムの実施 

 本事業の目的、仕組みへの理解を深める事業研修プログラムを作成し、本事業の全従

事者に対して、事業研修動画を活用して事業研修を実施しました。 

 令和６年７月には、設計業務の担当者、施工業務の担当者には、管材料の種類、配管

設計の全体的な流れや手順、資材の基礎知識や管路に関する技術的な基礎知識、市水

道局の設計基準、積算基準等に対する理解、道路占用の許可、配水管工事、断通水・

洗浄排水作業、給水装置の基準・給水装置工事、水質管理に関する技術的な研修を行

い、技術力の確保に努めました。 

（３）その他の研修の実施 

 市が実施する ISO22000の OPRP（Operation Prerequisite Program）管理に関する教

育訓練を、５月（当初）、９月（中間）に受講しました。 

 本事業において、ＳＰＣの利用者が使用する市のシステム等（工事等積算システム、

管路情報管理システム、配水情報システム、営業所オンラインシステム）について、

その利用に関する遵守事項に基づき、ＳＰＣの利用者へルールを遵守する研修等を実

施しました。 

（４）令和６年度下期の予定 

 代表企業、構成企業等が最新の技術情報を持ち寄り、年１回技術研究会を開催する予

定です。  
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２ 地域への配慮に関する主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 実施 下期予定 

1 広報活動の実施 令和６年９月 適宜 

2 事業者ホームページにおける工事の進捗状況の掲載 未実施 令和６年 10 月予定 

3 対象路線の地元説明計画の作成 令和６年９月 適宜 

4 市民を対象に行う工事現場見学会の実施 未実施 令和７年３月予定 

 広報活動、事業者ホームページの進捗状況の掲載、地元説明会、工事現場見学会の実

施体制を整備しました。 

 

（１）広報活動の実施 

 広報活動、渉外グループの設置、事業者ホームペー

ジの進捗状況の掲載、地元説明の実施体制を整えま

した。 

（２）対象路線の地元説明計画の作成 

 令和６年９月には、第３四半期に工事に着手する設

計引継ぎ路線（２路線）の試験掘、夜間工事の実施

にあたり、地元連合会、自治会の代表者に事前説明

を行い、沿道の市民へ PRチラシを配布しました。 

（３）令和６年度下期の予定 

 事業者のホームページに工事の進捗状況として、PR チラシ等の広報の内容を掲載し

ます。 

 第４四半期より、当社が工事を実施する路線のにごり・断水情報を、市水道局ホーム

ページへ掲載する取組を開始します。 

 第４四半期に工事に着手する路線における市民向けの工事現場見学会を実施し、市民

の水道管路の更新や耐震化への理解を高めてもらう機会を設ける予定です。 

  

図６ 積極的に取り組む広報活動 
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３ 環境対策に関する主な取組 

【令和６年度上期の主な実施内容】 

 主な取組内容 実施 下期予定 

1 
技術研究会にてカーボンニュートラル関連の動向を

情報集約し、本事業への取り込みを検討 
未実施 12 月予定 

 環境対策の実施体制を整備しました。 

 

（１）省エネルギー、省資源、廃棄物の減量、騒音対策等の実施 

 令和６年９月に、試験掘の施工方法、建設機械の選定にあたり、工事現場に配置する

建設機械の中で全体の騒音、振動に大きな影響を与えるものに特に留意し、総合的な

対策を図りました。 

（２）令和６年度下期の予定 

 工事着手においては、

省エネルギー・省資

源・廃棄物の減量等

の環境対策に努める

方針で、建設機械、材

料、建設資材の選定、

廃棄物の抑制などを

行い、工事を実施し

ます。 

 設計・施工 JV 各社でのカーボンニュートラルへの取り組みに関する技術研究会を開

催し、最新情報を集約しカーボンニュートラル関連技術を本事業に取り込んでいくこ

とを検討します。 

以上 

表５ カーボンニュートラルへの取組み 

項目 対応 

省エネル
ギー化 

・省エネタイプの建設機械の導入 
・現場事務所に太陽光発電設置 
・夜間工事時の LED 照明の活用 
・仮設電源を電柱に設置し、発電機の使用削減 

省資源化 

・JV 連絡車には EV 車やハイブリッド車を活用 
・再生砕石・再生合材・現場発生土の FK 試験合格による埋戻し 
・自社の再生資源化施設による現場発生土の有効活用（改良土） 
・リサイクル砕石材の活用 
・クリーンクリートの利用促進 

廃棄物の
減量化 

・古い管路はスクラップ業者による引き取り 
・新管の切管における残管を極力少なくする切管加工割り付け 
・3R・分別の徹底 
・アス殻・コン殻のリサイクル工場での再生利用 
・ペーパーレス化を推進し『Box』を活用 

 


